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3 BasiC 「echnique 


茜 本 術 式 解き 


ここ で は 、 初 歩 的 な 術 式 か ら 対 処 法 まで 、 すべ て の 術 式 の 処置 法 と 注意 点 を 解説 し て いる 。 
Chapter4 の オペ レー ショ ン ガ イド に 進む まえ に 、 し っ か り と 頭 に 叩き 込ん で お きた い 。 


較 星 本 術 式 ペー ジ の 見 方 


破裂 する 腫瘍 を 数 個 生み 出し 、 術 者 を 感 わ す ギル ス 。 ヌ 


NS 人 


ー ス 本 体 が 出現 する まで に 腫瘍 が つぎ つぎ と 生み 出さ れる 
の で 、 腫瘍 の 色 が 変化 し た ら 出現 し た 順に 腫瘍 の 組織 液 を 
吸引 し 、 ガイ ドラ イン を な ぞ っ て 切り 離 そう 。 順番 を 間違え 
る と 抜か し た 腫瘍 が 破裂 し 7 較 タル が 大 幅 に 減少 する 。 た 
だ し 、 腫瘍 を 回 収 す る と き 馬 蘭 : は 影 宰 し な いた め 、 すべ て 
の 腫瘍 を 切り 藤 し て か ら ま と め て 回 収 し よう 。 ヌ ー ス 本 体 の 
み に し た ら 、 本 体 の 組織 液 を 吸引 し 、 ガイ ドラ イン に 沿っ て メ 
ス を 入れ る 。 切開 後 は ヌー ス が 洪 伏 し 、 再度 腫瘍 の 処置 に 
戻る 。 こ の 手順 を 繰り 返し 、 ヌー ス を 消 減 さ せよ う 。 


【 手 順 】 

す (ドレ ー ン 騰 瘍 の 組織 液 を 玉 い 取る 。 
メス ガイ ドラ イン に 沿っ て 腫瘍 を 切り 離す 

づ ノ ピン セッ ト 切り 取 凍 還 較 革 を トレ イ へ 運ぶ 

4 1 3 粗 5 呈 5 し 、 す べ て の 腫瘍 を 取り 除く 
到 ( 少 ド レー ン ヌース の 組織 液 を 吸い 取る 

全 ヘ メ ス ガイ ドラ イン に 沿っ て ヌー ス を 切る 


と 」 「@」 エ コー ルー ペ 


の 」 シーン 2 「「 の 」 針 と 系 


アル ピン セッ トド  「 ヾ 」 注 劇 丁 


右 衝 の 出現 問 番 を 記憶 する の が 若手 
な 人 は ポー ズ を 利用 し て 、 発生 し た 順番 
と 出現 位置 を メモ し て お く と いい 。 


人 坦 | 発 生 し た 項 に 膝 交 を 切り 離し て いこ 
拉 較 | う 。 の り 青 し た 腫 衝 の 回 収 は 、 すべ て 
陣 | を 切り 趣 し て か ら で か まわ な い 。 


「 少 」 保護 テー プ 
_「 の 」 ワイ ヤー 
「 災 」 超 執 刀 


掲載 ペー ジ 名 称 掲載 ペー ジ 

CV 53 議 識 識 半 サナ ギ ………………… 49 
OLAP 4 っ OS 時 
の 35 銃 借 処 置 …… ぬ ゆ ハ ※ ゆ ぢ ぽ ど … ド | 38 

COCOCCOUD CD 36 銃弾 摘出 … 上 (の … ドド … 39 

細 2 36 MM 人 Rete uo の 

が 0 41 術 野 揺れ ………………… 39 
上 ON 41 9 3 フ 
カー セパ バッ キン グ の 召喚 キリ アキ 54 
肝臓 移植 ………………… 41 "で TENKIRNTS ロロ 
臣 大 動 馬 紅 …………………… 44 縛 お jog cr し 56 
ix 4g 癌 UN こさ 54 
キリ アキ マザー クラ ス … 49 召喚 ビュ トス ………… 56 
3 生 BPRSHPN 遇 33 召喚 ペン プティ の 小 コア … 55 
黒く 変色 し た 組織 …… 4 っ IN で 2 果 9W 38 
ーー PO コ フ 1 39 


加 名 称 
術 式 お よび 病巣 の 名 称 。 


回 使用 器具 
その 術 式 で 使用 する 手術 器具 の アイ コン を 掲載 。 各 器具 の 
アイ コン は 、 左下 の 「 〇 器具 アイ コン 」 を 参照 の こと 。 


回 評価 ポイ ント 

術 式 お よび 病巣 の 処置 中 に 評価 が 表示 され る か どう か 。 

に ) 術 式 の どこ か で 評価 が 表示 され る 

へ その 患 部 の 術 式 に は 評価 が 表示 され な い が 、 症状 の 悪 
化 や 摘出 する こと な ど に より べつ の 患部 が 必ず 発生 し 、 
その 患 部 の 術 式 を 行なう と 評価 が 表示 され る 
評価 は 存在 し な い 


回 解説 文 
術 式 お よび 病巣 の 特徴 、 執刀 時 の 注意 点 な ど を 詳細 に 解説 
し て いる 。 


回 処置 手順 
術 式 お よび 病巣 の 処置 手順 。 各 手順 に お いて 使用 する 器具 
と その 使用 法 を 掲載 。 


回 評価 ポイ ント に 関わ る 要素 
術 式 お よび 病巣 の 処置 中 に 発生 する 評価 で 最高 評価 の 
「Cool」 を 獲得 する た め に 知っ て お くべ き 注 意 事 項 を 掲載 。 


名 称 掲載 ペー ジ 名 称 掲載 ペー ジ 
朝 欄 枝 生 に OUR 46 間 識 内 出血 ……………… 39 
生 隊 Ccictow2080O508 34 億 IE 、……… 50 
か た 大 裂傷 Waisie eieteis:e Sa ge aialafele 避 な で 38 は バイ タル 回 復 DUO し OL 33 
=RHRPTONTPyr 45 WWWTRRNR 52 
間 議 本 用 7822 45 Ii… 43 
2 昌 PPRGSNRT 34 粗 oo… 35 
血 だ まり 裂傷 ……… 34 ペー ス メ ー カ ー 設置 … 47 
虫 凍 簡 間 らい いい 注 hs 44 ペー ス メ ー カ ー 取 替 … 47 
中 毒 症 DUOUU TO に に 40 変異 腫瘍 人 Weeee see sv oe es 46 
テ タ ル テ ィ 摘 出 ………… 48 前 51 
電子 ロッ ク カバ ー 48 詞 議 較 業 湊 際 ーー 36 
電子 ロッ ク プラグ 48 PT 4o 
PWRPRO 23 役人 ………………… 33 
特殊 腫瘍 ……………… 40 
5 の の 50 


バイ タル 回 復 


ぁ 評価 ポイ ント 一 一 


注射 で 回 復 剤 (緑色 の 液体 ) を 吸引 し て 患者 に 投与 する 基 
本 術 式 。 注射 を 患部 の どこ に 挿し て も 「Miss」 司 は な ら 
ず 、 回 復 剤 を 吸引 し た 量 に よっ て 回 復 する 値 は 変わ る 。 減少 
し た バイ タル を 一 気 に 回 復 する に は 回 復 剤 を 数 回 投与 する 
必要 が ある た め 、 バイ タル 低下 を 招く 術 式 の まえ に あら か じ 
め 行なっ て お きた い 。 な お 、 ヒ ー ル ゼリー を 如 部 に 塗り 続け 
て も バイ タル を 多少 回 復 さ せる こと が 可能 。 回 復 剤 を 吸引 
する 時 間 すら な い 緊 切 時 や 注射 器 が 一 定時 間 使用 不可 に な 
っ た と き は 、 ヒー ル ゼ リー を 合わ せ て 活用 する と いい 。 


【 手 順 】 
| へ 注射 器 患部 に 回 復 剤 を 投与 する 
き ヒー ル ゼ リー 患部 に 塗る 


切り 傷 


最大 まで 回 復 剤 を 吸引 し た 場合 に は 、 
詳 EASY が 24 で 、NORMAL と HARD 
は 12 ま で 回 復 する 。 


残り 時 間 に 余 裕 が ある な ら 、 閉 創 する ま 


え に バ イタ ル を 回 復 。2 秒 あれ ば 最大 ま 


還 話 で 吸引 し た 回 復 剤 を 1 回 投与 で きる 。 


p 評価 ポイ ント 


お も に ガラ ス 片 や 骨 片 な ど 、 異物 を 抜い た 痕 に で きる 切り 
傷 の 処置 。 切 り 傷 は ヒー ル ゼ リー を 塗る だ け で 治療 が で き 
る の で 、 複数 の 切り 傷 が ある 場合 i は まとめ て 和 置 し た い 。 


【 手 原 】 
|』 づ ヒー ル ゼ リー 患部 に 塗る 


| 。 あ 示さ れれ は 処置 ア 08 
程度 で 、 念 入り に 塗る 必要 は な い 。 


評価 ポイ ント ( ) 


ピッ ル ゼ リー - で は 治療 で き な い 表 傷 を 針 と 糸 を 使っ て 
合 す る 術 式 。 大 きく の 過 者 に 発生 する 病巣 で 、 キリ アキ 
(49 ペ ー ジ 参 照 ) や ビュ トス (52 ペ ー ジ 参照 ) と いっ た ギル 
ス も 生成 し て くる 。 ま た 、 メス を 誤っ て 使用 し た と き に 発生 
する 傷も この 術 式 で 処置 を 行なう 。 

縫合 は 傷口 に 対し て ジグ ザ グ に 行なう の だ が 、「 糸 の 長 さ 
を 規定 の 長 さ 以 上 使用 し た か 」 、 「 折 り 返し の 左右 幅 が 短く 
な いか 」、 HE ま 。 な どか ら 評 
価 が 決ま る 。 傷口 を 中 途 半 端 に 纏っ た 場合 ミス に は な ら 
が い が や り 直 し に な る 。 また 、 Pre 
が あり 、 重なっ た 裂傷 を 縫合 する と 新しく 発生 し た 傷 が 選ば 
れ や すい 。 そ の た め 、 傷 の 発生 タイ ミン グ を 覚え て お き 、 評 


価 が が ら な いよ うに 纏 合 し た Qu。 。 


の 針 と 糸 傷 を 縫う 


で きる の は ひと つま で 。 傷 の 上 を 正しく 
縫い 合わ せ 、 高 評価 を 獲得 し た い 。 


合 線 の 長 さ が 規定 以上 あり 、 左右 の 幅 が 正確 
・ 縫 合 の 折り 返し の 回 数 が 規定 以上 ある 


裂傷 を まとめ て 縫合 し て も 、 一 度 に 処置 


裂傷 の 縫合 は 、 大 きく 数 回 折り 返し て 
時 縫う の が 基本 。 た だ し 、 短い 裂傷 は 糸 
培 ツ の 長 さ に 注意 し て 細か く 縫 合 し よう 。 
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